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ズ
工
房
も
営
ん
で
い
る
坂
根
遼
太
さ
ん
に

よ
る
発
表
だ
っ
た
。

「
牧
場
は
１
年
後
に
事
業
継
承
さ
れ
ま
す

が
、
４
代
目
の
自
分
が
や
る
べ
き
こ
と
と

し
て
、『
人
と
牛
に
と
っ
て
心
地
よ
い
牧

場
を
創
り
た
い
』と
漠
然
と
思
っ
て
い
た
。

そ
ん
な
と
き
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
を

知
り
、（
協
会
の
）パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に『
動
物

も
人
も
幸
せ
に
生
き
る
』と
書
か
れ
、
消

費
者
ニ
ー
ズ
も
あ
る
と
分
か
っ
た
。『
こ
れ

だ
！
』と
思
い
ま
し
た
」

「
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
を
意
識
す
る

と
仕
事
の
手
間
が
増
え
る
け
れ
ど
、
な
ぜ

か
苦
じ
ゃ
な
い
。
当
た
り
前
の
一
手
間
で

あ
り
、
そ
れ
は（
牛
に
対
す
る
）愛
だ
と
思

う
。
生
き
も
の
は
愛
が
な
く
て
も
飼
え
る

け
れ
ど
、
自
分
に
置
き
換
え
た
と
き
、
愛

が
あ
る
接
し
方
の
ほ
う
が
幸
せ
な
気
持
ち

に
な
り
ま
す
ね
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
人

た
ち
が
認
証
を
取
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
幸

せ
な
農
家
、
幸
せ
な
家
畜
が
増
え
て
い
く

は
ず
で
す
」

　

坂
根
さ
ん
は
、
協
会
の
審
査
委
員
か
ら

子
牛
の
飼
い
方
や
放
牧
地
に
至
る
牛
道

（
牛
の
通
路
）の
問
題
点
な
ど
を
指
摘
さ
れ
、

改
善
に
向
け
た
模
索
を
続
け
る
。
チ
ー
ズ

の
付
加
価
値
向
上
を
き
っ
か
け
に
始
め
た

が
、
問
題
意
識
は
格
段
に
深
ま
っ
た
。
こ

う
し
た
若
手
農
家
が
増
え
て
い
け
ば
、
Ａ

Ｗ
畜
産
の
将
来
は
明
る
く
な
る
の
だ
ろ
う
。

　

欧
州
や
米
国
で
は
、
動
物
保
護
団
体
や

業
界
団
体
な
ど
が
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ

ア
の
認
証
制
度
を
創
り
、
多
く
の
市
民
に

認
知
さ
れ
て
き
た
長
い
歴
史
が
あ
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
１
９
９
０
年
代
に
Ｒ

Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ａ（
英
国
王
立
動
物
虐
待
防
止
協

会
）に
よ
っ
て
、
Ａ
Ｗ
が
達
成
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
を
表
示
す
る「
フ
リ
ー
ダ
ム

フ
ー
ド
認
証
制
度
」が
創
設
さ
れ
、
認
証

マ
ー
ク
を
貼
っ
た
畜
産
食
品
が
ス
ー
パ
ー

な
ど
で
普
通
に
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　

工
場
型
畜
産
が
盛
ん
な
オ
ラ
ン
ダ
で
も
、

「
ベ
タ
ー
・
レ
ー
ベ
ン
」と
呼
ば
れ
る
認
証

制
度
が
２
０
０
７
年
に
オ
ラ
ン
ダ
動
物
保

護
協
会
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
、
Ａ
Ｗ
の
レ

ベ
ル
に
応
じ
て
星
の
数
を
１
～
３
つ
表
示

す
る
シ
ス
テ
ム
が
運
用
さ
れ
て
き
た
。
Ａ

Ｗ
研
究
の
第
一
人
者
の
松
木
洋
一
さ
ん

（
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
名
誉
教
授
・

農
業
経
済
学
）の
調
査
に
よ
る
と
、
こ
の

シ
ス
テ
ム
は
食
品
市
場
で
広
く
受
け
入
れ

ら
れ
て
お
り
、
13
年
に
は
ス
ー
パ
ー
業
界

が
豚
肉
の
最
低
基
準
と
し
て「
ベ
タ
ー
・

レ
ー
ベ
ン
」一
つ
星
の
採
用
を
始
め
、
08

年
に
６
千
８
百
万
ユ
ー
ロ
だ
っ
た
売
上
高

は
16
年
に
は
12
倍
の
８
億
ユ
ー
ロ
ま
で
急

伸
し
て
い
る
。
ま
た
、
13
年
か
ら
４
カ
年

で
認
証
農
場
は
１
・
５
倍
、
食
品
加
工
企

業
は
７
倍
に
伸
び
た
と
い
う
。

　

日
本
で
の
取
り
組
み
は
遅
れ
て
い
た
。

Ｊ
Ａ
Ｓ
法
に
基
づ
く
有
機
畜
産
認
証
や
、

（
一
社
）日
本
草
地
畜
産
種
子
協
会
が
創
設

し
た
放
牧
畜
産
認
証
の
基
準
の
な
か
に
関

連
項
目
は
あ
っ
た
が
、
Ａ
Ｗ
に
特
化
し
た

シ
ス
テ
ム
は
な
か
っ
た
。

「
こ
の
会
が
認
証
団
体
に
な
り
、ロ
ゴ
マ
ー

ク
入
り
の
食
品
が
出
来
る
と
い
い
ね
」

　

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
畜
産
協
会
の

前
身
で
あ
る「
北
海
道
・
農
業
と
動
物
福

祉
の
研
究
会
」の
設
立
準
備
を
進
め
て
い

た
４
年
前
、
メ
ン
バ
ー
か
ら
こ
ん
な
声
が

上
が
っ
た
。
そ
こ
で
14
年
夏
、
Ａ
Ｗ
認
証

の
学
習
会
を
始
め
、
先
行
す
る
欧
州
の
制

度
や
国
内
の
食
品
認
証
制
度
な
ど
に
学
び

な
が
ら
、
昨
年
夏
ま
で
に
、
ま
ず
乳
牛
の

ルポライター
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日本初の認証食品が誕生した
「アニマルウェルフェア畜産」の今

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア（
家
畜
福
祉
・
Ａ
Ｗ
）に
特
化
し

た
国
内
初
の
認
証
制
度
の
運
用
が
本
格
化
し
、
認
証
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
付
け
た
牛
乳
や
乳
製
品
が
誕
生
し
た
。
一
般
社

団
法
人 

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
畜
産
協
会（
瀬
尾
哲
也

代
表
理
事
）が
２
０
１
４
年
か
ら
検
討
を
重
ね
て
き
た
も

の
で
、
Ａ
Ｗ
の
推
進
に
向
け
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
。
ま

ず
、
道
内
外
の
６
農
場
と
４
食
品
事
業
所
が
認
証
を
取
得

し
、
認
証
マ
ー
ク
も
活
用
し
な
が
ら
家
畜
と
人
間
が
と
も

に
満
た
さ
れ
て
生
き
る
取
り
組
み
を
発
信
し
て
い
く
。
こ

こ
に
至
る
ま
で
の
活
動
の
経
緯
や
、
12
月
上
旬
に
札
幌
市

内
で
開
催
さ
れ
た「
お
披
露
目
会
」で
の
認
証
取
得
者
の
発

表
内
容
な
ど
を
紹
介
し
つ
つ
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

畜
産
の
今
を
お
伝
え
す
る
。

　

12
月
８
日
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

畜
産
の
認
証
を
取
得
し
た
農
場
や
食
品
事

業
所
の「
お
披
露
目
会
」が
札
幌
市
内
で
開

か
れ
、
各
界
か
ら
約
80
人
が
参
加
し
た
。

主
催
者
は
、
北
海
道
を
中
心
に
し
た
酪

農
・
畜
産
農
家
や
獣
医
師
、
研
究
者
、
加

工
・
販
売
業
者
、
消
費
者
ら
で
つ
く
る（
一

社
）ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
畜
産
協
会
。

国
内
初
の
Ａ
Ｗ
認
証
マ
ー
ク
を
貼
っ
た
牛

乳
・
乳
製
品
も
紹
介
さ
れ
、
認
証
事
業
の

本
格
運
用
が
始
ま
っ
た
。

「
お
披
露
目
会
」の
メ
ー
ン
は
、
認
証
農
場

や
事
業
所
に
よ
る
発
表
会（
詳
細
は
後
述
）。

同
協
会
の
役
員
と
し
て
認
証
制
度
づ
く
り

に
関
わ
っ
て
き
た
筆
者
が
印
象
深
か
っ
た

の
は
、
十
勝
管
内
大
樹
町
で
１
４
０
頭
ほ

ど
の
乳
牛
を
飼
養
す
る
か
た
わ
ら
、
チ
ー

認
証
事
業
の
本
格
運
用
が
始
動

ロ
ゴ
マ
ー
ク
貼
っ
た
食
品
登
場

遅
れ
て
い
た
日
本
の
Ａ
Ｗ
認
証

４
年
前
の
学
習
会
か
ら
始
め
る

▲認証先には手作りのロゴマーク看板も贈呈した

◀「お披露目会」の試食会では、認証食品事業所が製
造したチーズを使った料理も提供

新
た
な
推
進
段
階
に
入
っ
た
家
畜
福
祉

何
よ
り
必
要
な
消
費
者
の“
買
い
支
え
”

アニマルウェルフェア畜産認証農場・食品事業所の「お披露目会」には各界から約 80 人が参加。事業主体の（一社）アニマルウェルフェア畜産協会の瀬尾哲也代
表理事が認証状を授与し、発表会や試食会を行なった（12 月８日、札幌市内で。認証を取得した標茶町・長坂牧場と幕別町・㈱大樹農舎は所用のため欠席）
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慢
性
的
な
下
痢
症
状
を
起
こ
す
、
ヨ
ー
ネ

病
の
検
査
で
陽
性
の
牛
が
見
つ
か
っ
た
の

を
き
っ
か
け
に
、
20
年
ほ
ど
前
か
ら
放
牧

を
導
入
。
坂
根
さ
ん
は
07
年
、
妻
の
晃
子

さ
ん
と
と
も
に
就
農
し
て
い
る
。

「
牧
場
で
チ
ー
ズ
を
創
り
、
カ
フ
ェ
も
や

り
た
い
」と
い
う
晃
子
さ
ん
の
希
望
も
あ

　

と
も
あ
れ
、
道
内
外
の
６
農
場
・
４
食

品
事
業
所
が
認
証
を
取
得
し
、
ロ
ゴ
マ
ー

ク
を
付
け
た
畜
産
食
品
を
流
通
さ
せ
て
い

く
基
盤
は
で
き
た
。「
お
披
露
目
会
」の
発

表
者
の
話
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　

旭
川
市
郊
外
で
乳
牛
７
頭
の
小
規
模

酪
農
を
営
む
か
た
わ
ら
、
牛
乳
や
乳
製

品
の
製
造
・
販
売
も
手
が
け
て
き
た「
ク

リ
ー
マ
リ
ー
農
夢
」。
手
作
り
の
フ
リ
ー

ス
ト
ー
ル
牛
舎
に
は
敷
料
が
ふ
ん
だ
ん
に

入
り
、
舎
内
は
清
潔
に
保
た
れ
て
い
る
。

搾
乳
時
に
は
、
専
用
の
パ
ー
ラ
ー
で
１
頭

ず
つ
温
水
シ
ャ
ワ
ー
を
使
っ
て
乳
房
を
洗

浄
し
、
仕
上
げ
に
消
毒
し
た
布
巾
で
拭
く
。

年
間
を
通
し
て
生
菌
数
が
百
個
未
満
／
ml

（
注
＝
北
海
道
内
の
平
均
値
は
３
千
個
／

ml
）と
い
う
乳
質
の
良
さ
が
光
る
牧
場
だ
。

「
牛
舎
は
、
冬
で
も
太
陽
の
光
が
入
る
よ

う
に
明
る
く
、
風
通
し
を
良
く
し
た
。
夏

の
間
、
ベ
ッ
ド（
牛
床
）の
前
を
開
放
し
て

牛
た
ち
が
き
れ
い
な
空
気
を
吸
っ
た
り
、

外
の
景
色
を
眺
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
あ

り
ま
す
。
冬
季
間
の
出
産
は
牛
舎
の
な
か

で
、
た
く
さ
ん
敷
き
藁
を
入
れ
、
母
牛
が

生
ま
れ
た
子
牛
の
体
を
舐
め
て
乾
か
せ
る

よ
う
に
し
て
い
る
。
夏
場
は
、
主
に
放
牧

地
で
出
産
し
て
い
ま
す
」

　

と
、
代
表
の
佐
竹
秀
樹
さ

ん
が
話
す
。「
ク
リ
ー
マ
リ
ー

農
夢
」の
牛
た
ち
は
、
放
牧

地
で
青
草
を
食
べ
ら
れ
な
い

真
冬
で
も
、
パ
ド
ッ
ク
と
牛

舎
を
自
由
に
行
き
来
で
き
る
。

ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
環
境
を

提
供
し
、
牛
た
ち
に
ど
う
快

適
に
過
ご
し
て
も
ら
う
の
か

を
、
ず
っ
と
追
求
し
て
き
た
。

「
わ
た
し
も
家
内
も
牛
が
好

き
な
の
で
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ

ル
フ
ェ
ア
は
当
た
り
前
の
こ

と
で
す
。
人
間
の
た
め
に
食

べ
も
の
を
提
供
し
て
く
れ
る

家
畜
を
粗
末
に
せ
ず
、
生
き

て
い
る
間
は
大
切
に
扱
っ
て

あ
げ
る
─
─
そ
の
こ
と
を
消

費
者
に
も
知
っ
て
ほ
し
い
。

日
本
中
の
酪
農
・
畜
産
農
家

が
Ａ
Ｗ
を
実
践
し
、
生
産
物

に
適
正
価
格
が
支
払
わ
れ
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
精
神
面
で
も
豊
か
に
な
れ
ま
す
」（
佐

竹
さ
ん
）

　

冒
頭
で
紹
介
し
た
大
樹
町
の
坂
根
遼
太

さ
ん
の
牧
場
で
は
、
80
年
代
に
父
親
が
牛

舎
を
建
設
し
、
高
泌
乳
路
線
を
追
求
し
た

時
期
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
牛
が

で
４
）を
認
証
し
て
お
り
、
そ
の
多
く
を

北
海
道
の
農
場
で
占
め
る
。

　

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
の
Ａ
Ｗ
評
価
は
、
大
方

の
畜
産
農
場
が
合
格
で
き
る
レ
ベ
ル
の
も

の
ば
か
り
で
、
国
際
的
な
Ａ
Ｗ
基
準
に
は

ほ
ど
遠
い
。
い
く
つ
か
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ

ル
フ
ェ
ア
畜
産
協
会
が
創
っ
た
認
証
基
準

と
比
較
し
て
み
る
。

◎
Ａ
Ｗ
協
会
：
評
価
基
準
を
満
た
し
た
分

　
娩
房
を
設
置
し
、
使
用
し
て
い
る

▽
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
：
床
面
が
滑
り
に
く
く
、
平

　
面
で
乾
燥
し
た
分
娩
ス
ペ
ー
ス
は
あ
り

　
ま
す
か
？

◎
Ａ
Ｗ
協
会
：
カ
ウ
ト
レ
ー
ナ
ー（
注
＝

　
排
泄
時
の
汚
れ
を
防
ぐ
た
め
電
気
シ
ョ

　
ッ
ク
を
与
え
る
器
具
）は
原
則
と
し
て

　
使
用
し
な
い

▽
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
：
カ
ウ
ト
レ
ー
ナ
ー
を
使
用

　
し
て
い
る
場
合
、
適
切
な
方
法
で
設
置

　
・
使
用
さ
れ
て
い
る
か
確
認
し
て
い
ま

　
す
か
？

◎
Ａ
Ｗ
協
会
：
異
常
行
動
を
発
現
し
て
い

　
る
牛
が
い
な
い

▽
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
：
異
常
行
動（
無
反
応
・
過

　
剰
な
乗
駕
な
ど
）を
起
こ
し
て
い
る
牛

　
が
い
ま
す
か
？

　

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
大
甘

で
、
オ
リ
パ
ラ
対
応
の
た
め
の
泥
縄
的
な

も
の
だ
と
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

認
証
基
準
を
創
っ
た
。

　

策
定
し
た
基
準
は
、（
公
社
）畜
産
技
術

協
会（
農
林
水
産
省
の
外
郭
団
体
）が
11
年

に
ま
と
め
た「
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

評
価
法
報
告
書
」を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
。

国
際
的
な
Ａ
Ｗ
の
原
則「
５
つ
の
自
由
」に

忠
実
に
、
動
物
・
施
設
・
管
理
の
各
部
門

（
合
計
52
項
目
）で
80
％
以
上
に
達
す
る
こ

と
を
認
証
の
条
件
に
し
た
。

　

評
価
項
目
で
は
、
乳
牛
の
健
康
維
持
を

図
る
独
自
基
準
を
盛
っ
た
。「
動
物
」で
は

第
四
胃
変
位
の
発
生
率
を
成
牛
頭
数
の

１
％
以
下
に
す
る
、「
管
理
」で
は
濃
厚
飼

料
の
給
与
量
を
乾
物
重
量
換
算
で
平
均
採

食
量
の
50
％
以
下
に
す
る
、「
施
設
」で
は

冬
季
で
も
原
則
毎
日
、
放
牧
地
や
パ
ド
ッ

ク（
運
動
場
）に
放
す
─
─
な
ど
が
独
自
の

基
準
で
あ
る
。

　

ま
た
、
従
事
者
一
人
あ
た
り
搾
乳
牛
頭

数
の
上
限
を
定
め
、
労
働
過
多
に
な
ら
ぬ

よ
う
人
間
の
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に
も
配
慮
し

た
。
こ
う
し
た
認
証
基
準
は
、Ｏ
Ｉ
Ｅ（
世

界
動
物
保
健
機
構
）の
規
約
や
諸
外
国
の

Ａ
Ｗ
基
準
、
有
機
畜
産
の
事
例
な
ど
を
参

考
に
、
国
際
的
な
レ
ベ
ル
と
遜
色
な
い
も

の
を
め
ざ
し
た
。
加
工
事
業
や
放
牧
を
手

が
け
る
中
小
規
模
の
農
場
に
と
っ
て
、
使

い
や
す
い
制
度
に
し
て
あ
る
。

　

認
証
マ
ー
ク
を
貼
っ
た
畜
産
食
品
を
販

売
す
る
場
合
は
別
途
、「
食
品
事
業
所
認

証
」を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
認

証
農
場
の
生
乳
を
１
０
０
％
原
料
に
し
て
、

牛
乳
や
乳
製
品
の
製
造
・
販
売
業
を
営
ん

で
い
る
こ
と
が
認
証
の
条
件
。
年
１
回
、

乳
業
プ
ラ
ン
ト
で
の
実
務
経
験
を
持
つ
協

会
の
審
査
委
員
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
、

合
格
す
る
と
牛
乳
・
乳
製
品
に
認
証
マ
ー

ク（
商
標
登
録
済
み
）を
付
け
て
販
売
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

16
年
夏
か
ら
農
場
、
翌
17
年
秋
か
ら
食

品
事
業
所
の
認
証
審
査
が
始
ま
り
、「
お
披

露
目
会
」の
席
上
で
６
農
場（
う
ち
道
内

５
）と
４
食
品
事
業
所（
同
３
）が
晴
れ
て

認
証
状
を
手
に
し
た
。
認
証
の
有
効
期
限

は
農
場
・
食
品
い
ず
れ
も
３
年
間
で
期
間

中
、
定
期
的
に
審
査
す
る
。

　

日
本
で
は
Ａ
Ｗ
に
関
す
る
法
的
な
枠
組

み
は
未
整
備
で
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ

ア
畜
産
協
会
の
認
証
事
業
は
独
自
基
準
に

沿
っ
た
取
り
組
み
に
す
ぎ
な
い
。
Ａ
Ｗ
に

対
す
る
認
知
度
が
低
く
、
行
政
や
業
界
の

動
き
も
鈍
い
日
本
と
、
欧
州
な
ど
世
界
の

潮
流
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
大
き
い
。

　

そ
ん
な
な
か
、
２
年
後
に
は
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
る
。
大
会
用
の
食
材
に
は「
持
続
可

能
性
に
配
慮
し
た
畜
産
物
」が
求
め
ら
れ
、

要
件
の
一
つ
に
Ａ
Ｗ
に
配
慮
し
た
畜
産
物

の
提
供
が
挙
が
っ
て
い
る
。
こ
の
要
件
を

満
た
す
た
め
に
、
欧
州
版
か
日
本
版
の

Ｇ
Ａ
Ｐ（Good Agricultural Practice

。

日
本
で
は「
農
業
生
産
工
程
管
理
」と
訳
さ

れ
る
）の
認
証
取
得
が
必
要
に
な
っ
て
き

た
。

　

そ
こ
で
、
食
材
確
保
に
苦
慮
す
る
農
水

省
は
、
畜
産
技
術
協
会
が
11
年
に
策
定

し
た「
飼
養
管
理
指
針
」に「
Ａ
Ｗ
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
」を
加
え
、
こ
れ
を
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ

（
日
本
版
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
）認
証
の
基
準
と
し
た
。

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
審
査
・
認
証
機
関
の（
公
社
）

中
央
畜
産
会
は
、
昨
年
12
月
ま
で
に
７
農

場（
乳
牛
と
豚
、
採
卵
鶏
各
１
、
肉
用
牛

国内初、認証ロゴマークを貼った牛乳や乳製品の販売コー
ナーも。2018 年度から本格的な運用を始める

山地酪農に取り組む岩手県のなかほら牧場。手前が研修棟で酪農を志す若者を積極的に育成。左後方の処理
施設で牛乳・乳製品を製造する

認証農場「クリーマリー農夢」では子どもたちの搾乳体験を受け入れ、
アニマルウェルフェアの理解促進も図る

ま
ず
乳
牛
の
独
自
基
準
を
策
定

「
Ａ
Ｗ
食
品
事
業
所
」の
認
証
も

「
お
披
露
目
会
」の
発
表
か
ら
①

佐
竹
・
坂
根
さ
ん
の
取
り
組
み
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用
乳
を
製
造
し
て
６
次
産
業
化
に
取
り
組

み
、
地
元
の「
道
の
駅
」や
学
校
給
食
な
ど

に
提
供
す
る
こ
と
が
目
標
だ
。

「
酪
農
の
大
型
化
に
よ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
に

も
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア
に
取
り
組
ん
で
く
れ
る
農
家
を
一

戸
で
も
多
く
募
っ
て
い
き
た
い
」

　

と
千
葉
さ
ん
は
力
を
込
め
た
。

　

岩
手
県
岩
泉
町
の
㈱
企
業
農
業
研
究
所

な
か
ほ
ら
牧
場
は
、
ノ
シ
バ
主
体
の
傾
斜

地
で
の
昼
夜
放
牧
を
基
本
に
、
乳
牛
の
習

性
や
生
態
に
沿
っ
た
自
然
交
配
・
自
然
分

娩
に
よ
る「
山
地
酪
農
」を
実
践
す
る
農
場

と
し
て
知
ら
れ
る
。
今
回
、
農
場
と
食
品

事
業
所
の
Ａ
Ｗ
認
証
を
取
得
し
た
。

り
、
14
年
に
チ
ー
ズ
工
房
を
建
設
。
坂
根

さ
ん
は
、
生
乳
や
飼
料
、
土
に
対
す
る
問

題
意
識
を
深
め
て
い
っ
た
。

「
こ
だ
わ
っ
た
生
乳
で
作
っ
た
チ
ー
ズ
の

付
加
価
値
を
高
め
る
た
め
に
、
ア
ニ
マ
ル

ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
認
証
を
取
れ
ば
、
そ
の
こ

だ
わ
り
を
お
客
さ
ん
に
伝
え
ら
れ
る
。
人

と
牛
の
幸
せ
に
も
つ
な
が
る
」

　

と
い
う
の
が
Ａ
Ｗ
認
証
に
挑
戦
し
た
理

由
。「
審
査
は
結
構
き
び
し
く
、
思
っ
た
以

上
に
脚
の
悪
い
牛
が
た
く
さ
ん
い
た
。（
人

間
が
近
づ
く
と
逃
げ
て
い
く
）親
牛
の
逃

走
反
応
も
、
認
証
審
査
に
よ
っ
て
分
か
っ

た
。
子
牛
の
飼
い
方
に
対
す
る
指
摘
も
受

け
ま
し
た
」（
坂
根
さ
ん
）。
計
４
回
の
審

査
は
、
客
観
的
な
物
差
し
を
当
て
、
牛
の

飼
い
方
を
見
直
す
好
機
に
な
っ
た
。

「
チ
ー
ズ
の
付
加
価
値
づ
く
り
の
た
め
に

始
め
た
の
で
す
が
、（
審
査
の
過
程
で
）家

族
が
一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
一
丸
と
な

れ
た
こ
と
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
。『
ア
ニ
マ

ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
と
は
何
か
？
』を
何
度

も
両
親
に
説
明
し
、
意
識
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

こ
う
振
り
返
り
、「（
Ａ
Ｗ
を
）や
る
価
値

は
あ
り
ま
す
。
皆
で
広
げ
ま
し
ょ
う
」と

参
加
者
に
呼
び
か
け
た
。

　

釧
路
管
内
鶴
居
村
の
千
葉
農
場
は
、
80

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
草
地
で
経
産
牛
70
頭
ほ
ど

と
育
成
牛
を
飼
う
中
堅
酪
農
家
で
あ
る
。

代
表
の
千
葉
喜
好
さ
ん
は
、
戦
後
開
拓
農

家
の
２
代
目
。
近
年
、
周
囲
の
酪
農
家
が

大
型
化
し
、
６
百
頭
規
模
の
と
こ
ろ
も
現

れ
て
い
る
。
生
産
乳
量
を
増
や
す
た
め
に

濃
厚
飼
料
を
大
量
に
与
え
、
多
く
の
牛
が

わ
ず
か
２
産
少
々
で
淘
汰
さ
れ
る
…
。
そ

ん
な
な
か
で
、
牛
た
ち
が
犠
牲
に
な
っ
て

い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
か
っ
た
。

「
40
年
以
上
の
牛
飼
い
人
生
の
大
半
は
、

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
か
ら
外
れ
た
、

動
物
虐
待
と
も
い
え
る
よ
う
な
飼
い
方
を

し
て
き
ま
し
た
。
８
年
前
、
息
子
が
帰
っ

て
き
て
、『
こ
ん
な
牛
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え

る
よ
う
な
経
営
で
は
、
牛
た
ち
が
病
気
に

な
っ
て
し
ま
う
。
改
善
し
な
け
れ
ば
ダ
メ

だ
』と
言
っ
た
。
そ
こ
で
、
親
子
で
考
え
、

視
察
や
相
談
を
重
ね
、
今
の
飼
い
方
に
変

え
ま
し
た
」

　

千
葉
さ
ん
親
子
は
３
年
前
、
フ
リ
ー

バ
ー
ン
方
式
の
牛
舎
を
建
設
し
、
ス
ト
レ

ス
を
か
け
な
い
よ
う
に
す
る
飼
い
方
を
選

択
し
た
。
こ
の
方
式
は
、
牛
た
ち
を
つ
な

が
ず
放
し
飼
い
に
し
て
、
自
由
に
牛
舎
内

を
歩
き
回
れ
る
よ
う
に
し
て
あ
る
。

「
ち
ょ
っ
と
手
が
掛
か
る
け
れ
ど
、
ス
ト

レ
ス
が
少
な
い
の
で
乳
房
炎
が
減
り
ま
す
。

繁
殖
管
理
が
し
や
す
く
な
り
、
乳
成
分
も

以
前
よ
り
高
く
な
っ
た
。
ウ
イ
ル
ス
性
の

病
気
が
多
く
苦
労
し
て
い
ま
し
た
が
、
全

く
な
く
な
り
ま
し
た
」（
千
葉
さ
ん
）

　

施
設
投
資
の
段
階
で
３
割
ほ
ど
濃
厚
飼

料
の
給
与
量
を
減
ら
し
た
の
で
個
体
乳
量

は
少
し
減
っ
た
が
、
利
益
は
逆
に
増
え
た
。

「
牛
た
ち
は
、
と
て
も
大
人
し
く
な
り
ま

し
た
。
人
間
に
対
す
る
恐
怖
心
を
持
た
な

い
し
、
興
味
を
持
っ
て
近
づ
い
て
く
る
。

こ
の
３
年
間
で
牛
の
性
格
が
変
わ
っ
て
き

ま
し
た
ね
」と
、
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

　

農
場
認
証
を
取
得
し
た
の
で
、
今
後
は

自
前
の
牛
乳
プ
ラ
ン
ト
で
低
温
殺
菌
の
飲

　

山
地
酪
農
を
提
唱
し
た
の
は
、
植
物
生

態
学
者
の
猶
原
恭
爾
氏（
故
人
）。
日
本
の

国
土
の
７
割
を
占
め
る
山
林
を
国
民
の
た

め
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
に
、
戦
後
間

も
な
く
全
国
各
地
で
取
り
組
み
が
始
ま
っ

た
。
牧
場
長
の
中
洞
正
さ
ん
は
、
42
年
前

の
学
生
時
代
に
山
地
酪
農
と
出
会
い
、
こ

の
道
一
筋
に
歩
ん
で
き
た
。

「
人
間
の
食
料
に
な
る
穀
物
は
本
来
、
牛

の
食
べ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
猶
原
先

生
は『
配
合
飼
料
は
絶
対
や
る
な
！
』と

言
っ
た
。
草
を
食
べ
て
乳
を
出
す
─
─
こ

れ
が
本
来
の
酪
農
の
手
法
で
す
」

「
乳
量
を
増
や
し
て
ど
う
な
り
ま
し
た

か
？ 

（
多
く
の
）日
本
の
酪
農
家
は
辞
め

て
い
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
我
々
は
乳
量

は
増
や
し
ま
せ
ん
。
少
な
い
乳
量
で
経
営

を
成
り
立
た
せ
る
の
は
経
営
者
の
使
命
。

牛
乳
は
子
牛
の
も
の
で
、
余
っ
た
牛
乳
を

い
た
だ
い
て
商
売
を
さ
せ
て
も
ら
う
。
こ

れ
が
農
業
の
原
点
な
ん
で
す
」

　

と
、
中
洞
さ
ん
が
会
場
の
参
加
者
に
熱

く
問
い
か
け
る
。

　

同
牧
場
は
、
東
京
の
Ｉ
Ｔ
会
社
㈱
リ
ン

ク
と
の
協
業
に
よ
る
６
次
産
業
型
の
経
営

を
展
開
し
て
い
る
。
搾
っ
た
生
乳
は
、
敷

地
内
の
処
理
施
設
で
牛
乳
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
、

バ
タ
ー
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
プ
リ
ン
な

ど
に
加
工
さ
れ
、
東
京
や
埼
玉
、
愛
知
に

あ
る
５
つ
の
直
営
店
舗
で
販
売
す
る
ほ
か
、

Ｉ
Ｔ
企
業
の
強
み
を
生
か
し
て
ネ
ッ
ト
販

売
に
も
力
を
注
ぐ
。
催
事
出
店
や
飲
食
・

小
売
店
へ
の
卸
も
手
が
け
て
い
る
。

　

牧
場
の
牛
た
ち
は
朝
夕
、
搾
乳
の
た
め

の
建
物
に
入
る
だ
け
で
、
一
年
を
通
し
て

野
山
で
暮
ら
す
。
標
高
は
７
百
～
８
百

メ
ー
ト
ル
、
真
冬
は
北
海
道
の
内
陸
部
並

み
の
寒
さ
と
積
雪
に
な
る
と
い
う
。

「
よ
く『
か
わ
い
そ
う
』『
虐
待
だ
』と
言
わ

れ
る
け
れ
ど
、
違
う
。
う
ち
に
は
今
、
18

歳
と
16
歳
の
牛
が
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に

３
頭
、
19
歳
の
牛
が
い
て
、
天
寿
を
全
う

さ
せ
ま
し
た
。
牛
舎
の
な
か
で
飼
っ
た
牛

が
同
じ
だ
け
生
き
ら
れ
ま
す
か
？　

ス
ト

レ
ス
の
な
い
健
康
な
飼
い
方
を
し
て
い
る

こ
と
の
証
明
が
、
こ
の
19
歳
ま
で
生
き
た

牛
な
ん
で
す
よ
」（
中
洞
さ
ん
）

　

北
海
道
の
乳
牛
は
平
均
２
～
３
産
、
年

齢
に
し
て
５
～
６
歳
で
屠
畜
場
に
送
ら
れ

る
も
の
が
多
い
。
筆
者
は
以
前
、
真
冬
に

野
山
へ
放
す
の
は
虐
待
で
は
な
い
か
と

思
っ
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
今
は
中
洞
さ

ん
の
話
に
説
得
力
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

本
格
運
用
を
始
め
た
認
証
制
度
だ
が
、

独
自
基
準
は
発
展
途
上
の
も
の
で
あ
り
、

認
証
先
の
発
掘
も
大
き
な
課
題
だ
。

　

道
農
政
部
の
調
査
に
よ
る
と
、
道
内
に

は
６
千
３
百
戸
ほ
ど
の
酪
農
家
が
あ
り
、

こ
の
う
ち
４
割
近
く
が
何
ら
か
の
形
で
放

牧
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ナ
チ
ュ

ラ
ル
チ
ー
ズ
の
手
づ
く
り
工
房
も
１
２
０

施
設（
う
ち
農
家
工
房
は
65
）あ
り
、
こ
う

し
た
工
房
は
Ａ
Ｗ
畜
産
食
品
に
挑
戦
し
や

す
い
。
豚
や
鶏
、
肉
用
牛
の
認
証
基
準
づ

く
り
も
含
め
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

畜
産
の
す
そ
野
を
広
げ
る
た
め
に
課
題
は

山
積
し
て
い
る
。

　

民
間
団
体
に
よ
る
認
証
制
度
の
取
り
組

み
だ
け
で
は
Ａ
Ｗ
は
普
及
し
な
い
。
欧
州

の
よ
う
な
Ａ
Ｗ
畜
産
に
対
す
る
政
府
の
直

接
支
払
い
や
、
乳
業
会
社
に
よ
る
プ
レ
ミ

ア
ム
乳
価
の
設
定
な
ど
の
支
援
策
が
欠
か

せ
な
い
。
ま
た
、
行
政
や
畜
産
団
体
な
ど

に
よ
る
モ
デ
ル
事
例
の
紹
介
と
い
っ
た
広

報
活
動
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
何
よ
り

も
消
費
者
の“
買
い
支
え
”が
必
要
だ
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
並
行
し
て
進
め

ら
れ
て
初
め
て
、
Ａ
Ｗ
畜
産（
食
品
）が
こ

の
国
に
根
づ
い
て
い
く
の
で
あ
る
。

■
一
般
社
団
法
人 

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア
畜
産
協
会

中
札
内
村
西
札
内
47
︱
１

電
話
：
０
９
０
・
９
０
８
５
・
９
０
７
８

E-m
ail

：info@
anim

alw
elfare.jp

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：anim

alw
elfare.jp

旭川市内で酪農と乳製品加工を手がける佐竹秀樹さん

認証審査を受けるなかで問題意識を深めた大樹町の坂根遼太さん

「少ない乳量で経営を成立させることが我々の使命」と力説する
中洞正さん

「取り組む農家を募っていきたい」と話す鶴居村の千葉喜好さん

※筆者のＨＰ「滝川康治の見聞録」takikawa.essay.jp/ に本シリーズの過去記事を収録しています。ご参照ください。

放
牧
や
農
家
チ
ー
ズ
に
可
能
性

行
政
・
乳
業
の
支
援
も
不
可
欠

「
お
披
露
目
会
」の
発
表
か
ら
②

千
葉
・
中
洞
さ
ん
の
取
り
組
み


